
⽇本リアルオプション学会「若⼿研究者主体の発表会」

3⽉22⽇ 学会発表プログラム

午前の部

0930  0945 尾原 太成

「損害保険会社の災害保険プログラムの構築」

0945  1000 吉⽥ 晴紀

「リアルオプションアプローチを⽤いたCVCのExit戦略の分析と価値評価」

1000  1015 ⼩島 史也

「Quasi-Sharpeモデルを⽤いたポートフォリオ最適化」

1015  1030 休憩

1030  1045 ⼩原 颯太

「サッカー観戦チケットにおけるチケット販売DPモデルの構築」

1045  1100 下⽟利 頌真

「レジームシフトを⽤いた若⼿サッカー選⼿の延⻑オプション付き契約価値評価」

1100  1115 休憩

1115  1130 ⼤川 寛之

「クリティカル‧ミネラル市場の収益性の決定要因に関する実証分析」

1130  1145 佐藤 聞世

「バックドア調整法による統計的因果推論を⽤いたIPO EXIT要因分析」

1145  1200 市村 将太

「洋上⾵⼒発電における供給価格の評価の推移」

1200  1215 休憩

1215  1230 滝本 雄太

「グローバル感度分析を⽤いたニューラルネットワーク⾮線形PCAの新しい枠組み
の構築〜統合評価モデルの解釈可能性の向上〜」
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ランチタイム (12:30 - 15:00)
今回は，昼⾷時間を⻑めに取り，会場にて懇親の場(名刺交換会含む)を設けたいと思
います．ごく簡単な軽⾷を準備できればと考えておりますが，予算の都合上⼗分な

昼⾷は準備できません．参加者におかれましては，会議室で昼⾷ができる準備をい

ただけますと幸いです．

午後の部

1500  1515 菱沼 泰成

「顧客満⾜度を考慮した上限価格規制とダイナミックプライシングモデル」

1515  1530 尾原 太成, 吉⽥ 晴紀, 宮島 拓也, 佐藤 聞世, 鈴⽊ ⿓⼀

「地⽅⾃治体のCAT債発⾏：神奈川県における事例研究」

1530  1545 休憩

1545  1600 保坂 真吾

「⽣命保険の解約に関する家計要因のモデル化とその分析」

1600  1615 会⽥ 俊⽐古, ⼤上 敏⾏

「鎖国政策からの段階的な開国と近代国家への拡張 － ペリー回答延期から始まる複
合オプション的歴史解釈 －」

1615  1630 休憩

1630  1645 奥野 耕⽣

「deSPACと従来IPOの株価パフォーマンス⽐較とワラント会計規則変更の影響」

1645  1700 閉会の挨拶‧ディスカッション

終了 17:00

有志による懇親会 (Real Option for Social Gathering) 17:00 以降

無題 2


